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世田谷区

子ども・若者部

子ども・若者支援課私学係

令和６年５月
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補助金対象者確認について（お願い） 

●「世田谷区私立幼稚園等保護者補助金」は「幼児教育・保育無償化」の内容（種類、
支給額等）が含まれています。無償化の適用を受けるためには、子ども・子育て支援
法第３０条の「施設等利用給付認定」が必要です。
●補助金の申請（無償化の給付）を希望する区内在住の園児世帯には、「施設等利用給付認定申請書（１号用）及び私立幼稚園等保護者補助金交付申請書 兼請求書 兼口座振替依頼書」をお渡しください。（詳細は、手引き１３～１５頁をご確認ください。）
●預かり保育や認可外保育施設等の利用者で、共働き世帯など「保育の必要性」の要件
を満たす場合には、一部補助金が支給されます。希望する園児保護者から問い合わせがありましたら、「給付認定申請書（２・３号用）」を提出するようご案内ください。（詳細は１３～１４頁をご確認ください。）
●提出先は、１号と２・３号申請書で異なります。１号申請書は、在籍園を通じて、「申請時在園証明書」と一緒に子ども・若者支援課私学係へご提出ください。２・３号申請書は、保護者ご自身で区ＨＰ等から書類を準備し、世田谷区保育認定・調整課入園担当（〒１５４－８５０４ 世田谷区世田谷４－２１－２７）宛てに直接郵送していただくようご案内をお願いします。
●認定申請書（１号、２・３号）を提出し、認定された日から、無償化の適用対象とな
ります。原則として、申請日より前に遡って認定することはできませんので、速やかに申請手続きをお願いします。

●申請内容を確認後、保護者あてに無償化の対象となることをお知らせする、「施設等利用給付認定通知書（１号用）」を区から送付します（２・３号の申請をした場合は、「認定区分」欄に「満3歳以上・保育認定」と記載された認定通知書が送付されます）。なお、各園あてには、在園児の２・３号の認定状況については、後日、区より各園に対象者一覧表を送付しますのでご確認ください。
●区外に居住する児童についての申請手続きは、居住自治体へお問い合わせください。
[image: image8.bmp]補助金交付事務手続きについて(お願い)

補助金を正しく交付するために、特に次の点にご協力をお願いいたします。
[image: image9.emf]
途中入園（転入）した園児がいる場合、保護者が記入済みの「認定申請書（１号用）」と、園が作成した「申請時在園証明書」をあわせて、子ども・若者支援課私学係へ送付してください。
[image: image10.emf]令和○年○月○日

上期支給     補助金支給対象者一覧表［世田谷区］

園コード 1234 園名 年齢 ４歳児

納入金額

転出年月日 対象月 （単位：円）

3

4

6

令和〇年〇月〇日 6

上　記　の　と　お　り　在　園　を　証　明　し　ま　す　。　

　　　　　　園名　          けやき 幼稚園　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　令和　○　年  ○　月　○　日

　　　　　　園長　　        けやき 太郎  　　　       印

提出用

けやき 幼稚園

整理番号 園児氏名

訂正欄

入園年月日 退園年月日 在園期間

保護者氏名

1700001   ○○ ○○

入園料              100,000

保育料（月額）　　　23,000

入園料補助金は大田区より支給されてい

る

令和〇年〇月〇日



7～9

  ○○  ◎◎

1700002   □□ □□

入園料              100,000

保育料（月額）　　　23,000



令和〇年〇月〇日令和〇年〇月〇日 4～7

  □□  ◆◆

1600003   △△  △△

入園料              100,000

保育料（月額）　　　23,000

在園期間は4月～8月(8月31日付退園)

※退園名簿同封

令和〇年〇月〇日



4～9

  △△  ▲▲

1600004   ×× ××

入園料              100,000

保育料（月額）　　　23,000

9月分保育料は10,000円に減額

令和〇年〇月〇日令和〇年〇月〇日 4～9

  ××  ※※



園

長

印

記入例


途中退園（転出）または休園（復園）をする園児がいる場合、速やかに「退園・転出異動者名簿」を子ども・若者支援課私学係へ送付してください。補助金支給後に退園等のご連絡があると、退園（転出）時に遡って返還していただくことになります。
[image: image11.emf]園 NO.

●●●●

　●

【令和〇年〇月〇日送付分】

1

●●●● 円 ●● 日

●●●● 円 ●● 日

●●●● 円 ●● 日

2 ●●●● 円 ●● 日

●●●● 円 ●● 日

●●●● 円 ●● 日

●●●● 円 ●● 日

●●●● 円 ●● 日

3 ●●●● 円 ●● 日

●●●● 円 ●● 日

●●●● 円 ●● 日

●●●● 円 ●● 日

●●●● 円 ●● 日

※退園（転出）があった場合は園児氏名欄の余白に退園（転出）日を記入し、納入金額は退園（転出）日までの実績を記入してください。

※納入がなかった月は０円と記入してください。

※認定期間の対象外となる月については斜線が引かれています。

世田谷区長あて　

園  名 ●● ●●

園長名 ●● ●●



令和　年7月

上記のとおり当園において、預かり保育を実施し、預かり保育利用料を徴収したことを証明します。

令和●年●月●日



令和　年8月

●●●　●●　　　 平成 ●年●月●日 令和　年4月

○

●●●　●●●● （●歳児） 令和　年5月

●●●●●●●



令和　年6月

令和　年6月

令和〇年〇月〇日退園



令和　年7月



令和　年8月

日

●●●　●●　　　 平成 ●年●月●日 令和2年4月

×

●●●　●●●● （●歳児） 令和　年5月

●●●●●●●



令和　年5月

●●●●●●●



令和　年6月



令和　年7月

※６月１日認定のため、６月以降

の預かり保育利用料・利用日数を

記入してください。



令和２年8月

認可外保育施設の

領収書類添付の有無

預かり保育利用料

利用日数

●●●　●●　　　 平成 ●年●月●日 令和　年4月

○

●●●　●●●● （●歳児） 円

No.

フリガナ・園児氏名・

就園整理番号

生年月日

年齢

在園月

納 入 金 額

円 日



記入例

令和〇年度〇月～〇月　預かり保育利用料　領収証兼特定子ども・子育て支援提供証明書（補助金支給対象者一覧表）

園      名 ページ



●●幼稚園

●

【世田谷区】

園長印

枚目

枚中

対象園児名を印字して、

送付いたします。

園長印を押印し

てください。

年度の途中で退園（転出）して

いる場合は、その旨を記入して

ください。

保護者からの「認可外保育施設等の領

収書類」の提出有無について、〇か×を

記入してください。

園で預かり保育を実施していない場

合は、「預かり保育利用料」と「利用

日数」を０と記載してください。

園で預かり保育を実施していない場合でも、認可外保育施設等

の領収書の取りまとめのため、こちらの書類は送付させていた

だきますのでご了承ください。

認定対象外（補助対象外）の期

間については、予め斜線を引い

ております。

年度の途中で対象者が追加となった

場合、随時送付させていただきます。


補助金交付前にお送りする支給対象一覧表は、補助金額を決定するための重要な書類になります。この一覧表によって、補助金の申請をされていない方や補助金交付期間等の確認をしています。内容に漏れや誤りがあると、補助金の交付が遅れたり、返還していただくことがありますので、必ず記載内容を確認のうえ期限までにご提出ください。
[image: image12.emf]第５号様式（第１０条関係）

フ　リ　ガ　ナ

（休園・復園）

  令和

令和

　　年　 月   日～休園･復園

  令和

令和

　　年　 月   日～休園･復園

  令和

令和

　　年　 月   日～休園･復園

  令和

令和

　　年　 月   日～休園･復園

  令和

令和

　　年　 月   日～休園･復園

園　名 　

園長名 　　 　印 　　  　市



令和　　　年　　　月　　　日 所在地　　　　区

上記のとおり相違ありません。



現住所：世田谷区 ・保育料の納入状況　 【　　 】月分まで保育料納入済

・継続利用の有無（転出者の場合、転出後も在園しているか 【有・無】

・その他の特記事項

【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

　　　年　 月 　日退園･転出

　年　 月 　日

転出先住所：



現住所：世田谷区 ・保育料の納入状況　 【　　 】月分まで保育料納入済

・継続利用の有無（転出者の場合、転出後も在園しているか 【有・無】

・その他の特記事項

【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

　　　年　 月 　日退園･転出

　年　 月 　日

転出先住所：



現住所：世田谷区 ・保育料の納入状況　 【　　 】月分まで保育料納入済

・継続利用の有無（転出者の場合、転出後も在園しているか 【有・無】

・その他の特記事項

【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

　　　年　 月 　日退園･転出

　年　 月 　日

転出先住所：



現住所：世田谷区 ・保育料の納入状況　 【　　 】月分まで保育料納入済

・継続利用の有無（転出者の場合、転出後も在園しているか 【有・無】

・その他の特記事項

【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

　　　年　 月 　日退園･転出

　年　 月 　日

転出先住所：



現住所：世田谷区 ・保育料の納入状況　 【　　 】月分まで保育料納入済

・継続利用の有無（転出者の場合、転出後も在園しているか 【有・無】

・その他の特記事項

【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

　　　年　 月 　日退園･転出

　年　 月 　日

転出先住所：

　　　退　園　・　転　出　異　動　者　名　簿　

（提出用）



世田谷区長あて

         　　　　      　※退園・転出（休園・復園）のどちらかに○をつけてください。

生　年　月　日

退園・転出年月日

住　　　　　所

備　　  　考

園　児　氏　名



園ＮＯ.

保育料の納入状況・継続利用の有無（転出者の場合）について、記

入をお願いします

退園・転出（休園・復園）のどちらか

に○をしてください。なお、転出に伴

う退園の場合は退園日を記入してくだ

さい。

転出の場合、転出先自治体の市区町村名

のみ記入してください。海外転出の場合

は「海外」と記入してください。

休園の場合は「その他の特記事項」の

欄に休園の予定期間及び休園期間中の

保育料等の徴収予定を記入してくださ

い。

備考欄の内容も記入を

お願いします。


　当区の補助金については、全て償還払い（保護者に直接支給）となりますので、保育料等について、保護者から徴収をお願いします。
も　　く　　じ
Ⅰ　補助金の概要

　　　１．世田谷区の補助金が対象となる方
４
　　　２．補助金の内容
５
　　　３．補助金の基準日

７
　　　４．保育料補助金額一覧
９
　　　５．補助金支給額の算出方法詳細・交付スケジュール
１１

Ⅱ　補助金の申請手続き

　　　１．認定申請書（１号用）等の配布（随時）
１３
　　　２．認定申請書（２・３号用）等について（随時）
１３
　　　３．認定申請書（１号用）の受付・提出（随時）
１５
４．申請時在園証明書の作成・提出（随時）
１６
Ⅲ　補助金の交付手続き

　　　１．「入園料」「保育料」「預かり保育利用料」「副食費」「その他納付金」の
実績確認書類の作成
１９
２．「認可外保育施設等利用料」の実績確認書類のとりまとめ
２１
Ⅳ　退園者・世田谷区外への転出者
２８
Ⅴ　休園者・復園者
２８
Ⅵ　補助金Ｑ＆Ａ集
３０
Ⅶ　令和６年度事務スケジュール（予定）
３２
Ⅰ　補助金の概要

１．世田谷区の補助金が対象となる方
下記の条件（１）～（５）をすべて満たしていることが必要です。
(1) 幼児が私立幼稚園等に在籍する園児であること。

 (２) 園児が満３歳児・３歳児・４歳児・５歳児であること。
（満３歳児は満３歳児クラスが認可されている園に限る。）

(３) 園児及びその保護者（申請者）が原則として世田谷区内に在住し、かつ住民登録がなされ、その登録地から私立幼稚園等に通っていること。
(４) 園児及びその保護者（申請者）が原則として同一世帯であること。

(５) 保護者（申請者）が園児の「入園料」「保育料」「預かり保育利用料」「給食費」「その他の納付金」を在籍する私立幼稚園等に納入していること。
　＊（１）については、子ども・子育て支援新制度に移行した私立幼稚園及び認定こども園を除きます。国立大学附属幼稚園及び国立大学附属特別支援学校幼稚部は、「保育料」「預かり保育利用料」について納入額がある場合は、補助対象となります。
＊（１）及び（５）については、区から在籍する私立幼稚園等に利用実績等を確認し

ます。
＊（２）については、補助金の種類により、対象が以下のとおり異なります。

・「預かり保育料」：満３歳児は、区市町村民税が非課税の世帯のみ対象
・「その他の納付金」：生活保護世帯、区市町村民税が非課税の世帯及び所得割が非
課税の世帯が対象
・「副食費」：生活保護世帯、区市町村民税が非課税の世帯及び所得割が非課税の世
帯、年収３６０万円未満相当世帯の園児、および全ての世帯の第３子以降の園児
（小学校３年生までが算定対象）が対象
　
２．補助金の内容

※４月～８月分は令和５年度、９月～３月分は令和６年度の世帯の税額に基づき、補助金額を算定します（償還払い）。

※補助金の支給前に、在園期間や利用実績等を区が園に確認し、補助額を算定します。
	補助金の種類
	補助対象（補助要件）
	補助金額

	（１）入園料補助金


	・幼稚園に在籍する園児（満３～５歳児）世帯

・入園日に世田谷区に住民登録があること。

ただし、４月入園の場合は４月３０日に住民

登録がある場合も交付対象となります。

・以前住んでいた自治体で入園料補助金を受け

取った場合は交付対象外


	年額100,000円

（所得制限等なし）

※入園年度に１回限り

※納入した入園料の範囲内
で交付

	（2）保育料に対する

補助金
	・幼稚園に在籍する園児（満３～５歳児）世帯

※以下に通う方は、金額が異なります。

・国立大学附属幼稚園　8,700円（月額）

・国立大学附属特別支援学校幼稚部　400円（月額）
	月額上限31,000円

※生活保護世帯、年収270
万円以下相当世帯、多子
世帯、ひとり親世帯等は
加算あり（９頁一覧を参
照）。
※納入した保育料の範囲で
交付
※教材費、施設維持費、冷
暖房費などの費用は保護
者の実費負担です。

	（3）預かり保育利用料等に対する補助金


	・幼稚園に在籍する園児（満３～５歳児）世帯

・保護者がいずれも「保育の必要性」の認定（２・３号認定）を受けていること（月48時間以上の就労が常態である等）

・令和３年４月２日以降に生まれた園児（満

３歳児）は住民税非課税世帯の場合のみ対象

です。

※在籍園の状況により、認可外保育施設等の利用も補助の対象となる場合があります（６頁参照）。

	上限月額11,300円

※満３歳児の区市町村民税
非課税世帯については、月額16,300円を上限に補助

※納入した預かり保育料の範囲
で交付。日額単価（450円）に利用日数を乗じて計算した支給限度額と、実際に支払った金額を比較して、少ない方が支給額
※月額上限を超過した月があった場合、他の月で支給額が月額上限未満であっても、超過分を補填することはできません。

	（4）副食費に対する

補助金


	給食実施園に在籍する園児（満３～５歳児）世帯で、以下のいずれかに該当する世帯【所得制限、多子制限等あり】

・生活保護世帯

・区市町村民税非課税世帯・所得割非課税世
　帯

・年収３６０万円未満相当世帯

・すべての世帯の第３子以降の園児

（小学校３年生までの兄姉が算定対象）


	上限月額4,700円

※副食費（副食材料費）と
は、給食費のうち、主食（お米、パン等）以外のおかず・おやつ等にかかる費用分

※納入した給食費（副食
費）の範囲で交付

	（5）その他の納付金

に対する補助金
	幼稚園に在籍する園児（満３～５歳児）世帯で、以下のいずれかに該当する世帯【所得制限等あり】

・生活保護世帯

・区市町村民税非課税世帯・所得割非課税世帯
	上限月額3,000円

※その他納付金とは、園則

に記載されている施設維

持管理費、冷暖房費、保

健衛生費、実習教材費等

であり、毎年徴収される

納付金

※納入したその他納付金の

範囲で交付

※ＰＴＡ会費・同窓会費等
の委託徴収金、任意の寄

付金、明確に実費徴収

であることが分かる経費

（制服代、給食代、園バ

ス代、遠足代、卒園ア

ルバムなど）を除きま
す。



○在籍園の状況が次の条件①～③のうちいずれかを満たしている場合、認可外保育施設
等の利用も（３）の預かり保育利用料補助金の対象となります。

1 在籍している幼稚園等が預かり保育を実施していない
2 在籍している幼稚園等の平日の預かり保育の提供時間数が、教育時間を含めて８時間未満
3 在籍している幼稚園等の年間（平日・長期休業中・休日の合計）の預かり保育開所日数が200日未満

【補助対象となる認可外保育施設・サービス】

　●都道府県等に届出および区市町村への確認申請を行い、確認を受け、認可外保育施設指導監
督基準を満たし証明書が交付された認可外保育施設

（認証保育所、保育室、一般的な認可外保育施設、認可外の事業所内保育施設、ベビーシッ
ター）

●一時預かり事業　

　●病児保育事業

●ファミリー・サポート・センター事業　等
３．補助金の基準日

補助金の基準日は、次のとおりとなります。基準日に住民登録がないと補助金は対象となりません。
（１）「入園料補助金」
入園日に世田谷区に園児及び保護者（申請者）の住民登録があること。
ただし、４月については入園日または３０日に住民登録があること。
（２）「保育料に対する補助金」「預かり保育利用料に対する補助金」「副食費に対する

補助金」「その他の納付金に対する補助金」
在籍月に世田谷区に住民登録があること。なお、月途中に入園（転入）または退園（転出）した場合、原則として在園月は月額で算定しますが、転入前（または転出先）の自治体が、当該月分の施設等利用費について日割り算定を行う場合は、該当月の「平日日数」に基づいて日割りで算定します。

例：入園日が令和６年１１月１１日で世田谷区への住民登録日（転入日）が１１月
　　１５日であった場合は、１１月１５日以降分が補助対象となる。



４．保育料補助金額一覧
【保育料に対する補助金限度額一覧】　　　　　　　　　　　　　　　　　（月額）
	補助階層
	年収の目安
	第１子
	第２子
	第３子以降

	Ａ
	生活保護法による被保護者世帯
	－
	３８，９００円
	３８，９００円
	３８，９００円

	ＢＨ
	区市町村民税が非課税の世帯及び所得割が非課税の世帯　（ひとり親世帯等）　※
	～270万円
	
	
	

	Ｂ
	区市町村民税が非課税の世帯及び
所得割が非課税の世帯
	～270万円
	３５，９００円
	
	

	ＣＨ
	区市町村民税の所得割額が
1～77,100円の世帯　（ひとり親世帯等）　※
	～360万円
	
	
	

	Ｃ
	区市町村民税の所得割額が
1～77,100円の世帯
	～360万円
	３１，０００円
	３３，８００円
	

	Ｄ
	区市町村民税の所得割額が
77,10１～211,200円の世帯
	～680万円
	３１，０００円
	３１，０００円
	３８，３００円

	Ｅ
	区市町村民税の所得割額が
211,201～256,300円の世帯
	～730万円
	
	
	３７，７００円

	Ｆ
	区市町村民税の所得割額が
256,301円以上の世帯　
	730万円～
	
	
	３２，７００円


●幼児教育無償化に係る国の施設等利用給付（25,700円）に都区の保育料補助金（5,300円～13,200円）が上乗せされた金額となっております。

●住民税額が未確定の世帯（税未申告世帯）または確認できない世帯については、Ｆ階層となります。
※ ひとり親世帯等とは

「ひとり親世帯等（ＢＨ・ＣＨ）」とは、保護者または保護者と生計を一にする世帯に属する方が、以下の①～⑥のいずれかに該当する世帯です。


①母子及び父子並びに寡婦福祉法（昭和39年法律第129号）による配偶者のない方で
現に児童を扶養している方

②身体障害者福祉法（昭和24年法律第283号）第15条第4項の規定により身体障害者
手帳の交付を受けた方（在宅の方に限る。）

③療育手帳制度要綱（昭和48年9月27日厚生省発児第156号）の規定により療育手帳（東京都の場合は愛の手帳）の交付を受けた方（在宅の方に限る。）

4 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和25年法律第123号）第45条
第2項の規定により精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた方（在宅の方に限る。）

⑤特別児童扶養手当等の支給に関する法律（昭和39年法律第134号）に定める特別児
童扶養手当の支給対象児童（在宅の方に限る。）

⑥国民年金法（昭和34年法律第141号）に定める国民年金の障害基礎年金の受給者（在宅の方に限る。）

５．補助金支給額の算出方法詳細・交付スケジュール
（1） 入園料補助金
年額上限１００，０００円の範囲内で、「入園料補助金支給対象者一覧表」に記載された納入額を支給。

（２）保育料に対する補助金
月額上限３１，０００円（～３８，９００円）の範囲内で、「保育料補助金支給対象者一覧表」に記載の保育料を支給。
※教材費、施設維持費、冷暖房費などの費用は保護者の実費負担となります。

【保育料補助金の支給例】

　区市町村民税の所得割額が77,000円の世帯（Ｃ階層）で第1子のケース 

　　一覧表より、補助金の上限月額は３１，０００円となる。

　　　・保育料　月額２５，０００円　の場合　→　月額２５，０００円を交付

　　　・保育料　月額３５，０００円　の場合　→　月額３１，０００円を交付
（３）預かり保育料等に対する補助金
（ア）在籍園の預かり保育利用料

在籍園へ配布する「預かり保育利用料　領収証兼提供証明書（補助金支給対象者　一覧表）」に記載の園児について、以下のとおり支給額を算出。

「日額単価４５０円に各月の利用日数を乗じた金額」と「その月の利用実績額」を
　　比較し、低いほうの金額を月額上限１１，３００円の範囲内で支給。

（例：１５日間預かり保育を利用し１０，０００円を支払った場合の補助額は、６，７５０円）

　 

【預かり保育利用分の交付額の計算方法】

　　預かり保育の利用日数に無償化日額単価（４５０円）を乗じて計算した各月の支給限度額と、実際に支払った金額を比較して、少ない方が交付額となります。

＜算定例１＞

在籍園の預かり保育のみ利用（利用日数：15日、利用料：月額9,000円）の場合

→支給限度額6,750円（日額単価450円×15日）と利用料9,000円を比較し、少ない方の月額6,750円を交付。

（イ）認可外保育施設等の預かり保育利用料
１１，３００円（上限月額）から、在籍園の預かり保育の支給額を差し引いて、残額があれば、その金額の範囲内で、認可外保育施設等利用料（納入した額）を支給。
【認可外保育施設等利用分の支給額の計算方法】

1 月額上限１１，３００円から、在籍園の預かり保育料に対する補助支給額を差し引きます。

2 ①の残額がある場合には、その金額の範囲内で、認可外保育施設等のその月の利用実績額（実際に納入した金額）分が支給されます。

＜算定例２＞　在籍園の預かり保育と認可外保育施設等を利用の場合

　（ⅰ）預かり保育（利用日数：20日、利用料：月額4,000円）

　　　　支給限度額9,000円（日額単価450円×20日）と利用料4,000円　を比較し、

少ない方の月額4,000円を支給。
（ⅱ）ファミリー・サポート・センター（利用日数：10日、利用料：日額800円）

　　　　月額上限11,300円から在籍園の預かり保育分の給付額4,000円を差し引いた

残額7,300円と利用料8,000円（日額800×10日）　を比較し、

少ない方の月額7,300円を支給。

→合計支給額（月額）は、（ⅰ）4,000円＋（ⅱ）7,300円＝11,300円
（４）副食費に対する補助金
「副食費補助金　支給対象者一覧表」をもとに、各月の「副食材料費」と４，７００円のうち少ないほうの額を支給。副食材料費は以下を参考に算出。
	給食の実施方法
	副食費の算出方法（原則）
	便宜的な算出方法
（1日当たり副食材料相当額）

	自園調理（食材自己購入）
	各園で「１食あたり副食費相当額」を算出×給食日数
	原則不可（ただし、やむを得ず必要経費を算出できない場合は、例外として下欄と同様に算出）

	自園調理（食材外部搬入）
	外部搬入業者に依頼し「１食あたり副食費相当額」を算出×給食日数
	一律２３５円として算出
※給付上限額(4,700円)／20日

	外部搬入
	
	


（５）その他の納付金に対する補助金
「その他の納付金　納入状況証明書」をもとに、月額上限３，０００円の範囲内で支給。
●補助金交付スケジュール（予定）
	補助金の種類
	交付時期

	(1)入園料補助金
	令和６年８月中旬頃　
※初年度１回限り。申請時期によっては（２）と同一のスケジュールで交付します。

	(2)保育料に対する補助金
	（令和６年度４～８月分）令和６年１０月下旬頃
（令和６年度９～３月分）令和７年３月下旬頃
※申請時期によっては令和７年4月中旬頃に交付となります。

	(3)預かり保育料等に対する補助金
	（令和６年度４～８月分）令和６年１１月下旬頃
（令和６年度９～３月分）令和７年７月下旬頃

	(4)副食費に対する補助金
	（令和６年度４～３月分）令和７年４月下旬頃

	(5)その他の納付金に対する補助金
	（令和６年度４～３月分）令和７年３月下旬頃




Ⅱ　補助金の申請手続き

途中入園・転入などがあった場合は、以下のとおり保護者へ必要書類を配布し、申請手続きをお願いいたします。※様式等は区ホームページからもダウンロードが可能です。
１．認定申請書（１号用）等の配布（随時）
幼児教育の無償化の適用を受けるためには「認定申請書（１号用）」及び必要に応じて「給付認定申請書（２・３号用）」の書類を提出し、認定を受けていただくことが必要です。


※すべての在園児（保護者）へ配布していただくもの
1 私立幼稚園等保護者補助金パンフレット
2 「施設等利用給付認定申請書（１号用）及び私立幼稚園等保護者補助金交付申請書兼請求書兼口座振替依頼書」（以下、「認定申請書（１号用）」）
3 提出用封筒（１号用）

・「認定申請書（１号用）」は「私立幼稚園等保護者補助金交付申請書」を兼ねた様式と
なっています。給付認定の期間は小学校就学前までですが、補助金交付申請は１年ご
とに申請いただく必要があります。
　・「認定申請書（１号用）」は進級園児用と新入園児用で様式が異なっており（進級園児
　　用については園児氏名等の情報が印字済み）、それぞれの記入例については保護者配
　　布用の「世田谷区私立幼稚園等保護者補助金パンフレット」に記載されています。
注  意

· 世田谷区に住民登録のある園児の保護者にお渡しください。住民登録がない場合、補助の対象となりません。

· 送付枚数に不足がある場合は、子ども・若者支援課私学係へご連絡ください。
２．給付認定申請書（２・３号用）等について（随時）
・保護者が「預かり保育利用料等に対する補助金」の交付を希望する場合は、「給付認
定申請書（２・３号用）」を提出し、「保育の必要性の認定」（月４８時間以上の就労が常態である等）を受けていただく必要があるため、保護者ご自身で区ＨＰ等から必要書類を取得し、世田谷区保育認定・調整課入園担当宛てに送付をするようご案内をお願いいたします。認定を受けた日から無償化の対象となります。
・在籍園の預かり保育や認可外保育施設等を利用する方のうち、共働き世帯など、すべ

ての保護者が「保育の必要性」の要件を満たしている場合は、「預かり保育利用料等

に対する補助金」の対象となります。
　・「給付認定申請書（２号・３号用）」及び添付する必要書類に関してご不明な点がある場合は、保育認定・調整課入園担当（電話：03-5432-1200）までお問合せください。

○認定種別について
幼児教育・保育の無償化の実施に伴い、新たに法制化された施設等利用給付認定（子ども・子育て支援法第３０条の４第１～３号）の区分と認定要件は以下のとおりです。

【認定区分と認定要件】

・１号認定：満３歳以上の小学校就学前の子どもで、２号・３号認定以外の子ども

・２号認定：保育の必要性（※）がある小学校就学前の子ども

（満３歳に達する日以後の最初の３月３１日を経過した子ども）

・３号認定：保育の必要性（※）がある小学校就学前の子どもで、かつ、保護者及び同
一世帯員が住民税非課税世帯である子ども（満３歳に達する日以後の最初
の３月３１日までの間にある子ども）

　　（※）保護者が就労（月に４８時間以上）している場合、保護者が出産予定の場合、
　　　　　保護者が病気の場合、保護者が障害のある場合等

＜給付認定申請書及び必要書類のダウンロード先＞

世田谷区ホームページ　https://www.city.setagaya.lg.jp/
トップページ⇒目次から探す⇒子ども・教育・若者支援⇒幼児教育の無償化

※インターネット環境を利用できない方は、保育認定・調整課入園担当（電話：03-5432-1200
　FAX：03-5432-1506）へ「無償化のための認定申請について」とご連絡をいただければ、必要書類を送付いたします。
保護者からお問い合わせがあったら
· 父親が単身赴任で区外にいるが申請者になれるか？

保育料を納めている保護者でも、世田谷区に住民登録がなければ補助金の申請者となりません。実際に、世田谷区に住民登録がある、園児と同一世帯の保護者を申請者としてください。
●
補助金の振込先口座を変更したいのだが可能か？

可能です。状況に合わせた書類を区から保護者宛てに送付するので、区に問い合わせをするよう保護者にお伝えください。
· 園児・保護者が外国籍だが申請できるか？

外国籍の園児及び保護者は、世田谷区に住民登録があれば、補助金の申請ができます。ただし、外交・公用等の理由により住民登録を要しない方も、補助の対象となる場合があります。その際は幼稚園から、子ども・若者支援課私学係までご連絡ください。

· １月１日の時点で世田谷区に住民登録がなかったが、添付書類（１号用）は何がいるか？
「申請書」のほかに、「税額の確認ができる書類（課税証明書等）」の添付が必要に
なります。書類の提出がない場合は、住民税額が確認できない世帯として取り扱い
ます。
· 住民税額の確認ができる書類（１号用の添付書類）の提出が間に合わない。
「申請書」下部の“ □ 後日提出します”欄にレチェックをつけた上で、先に「申請書」のみを提出してください。税額の確認ができる書類については、後日、子ども・若者支援課私学係に直接提出してください。
３．認定申請書（１号用）の受付・提出（随時）
（１）在籍園で保護者から提出された「認定申請書（１号用）」を取りまとめてください。
その際は、新入園児・持ち上がり園児ごとに、学年別（年少・年中・年長）、
五十音順に並べ替えをお願いします。
（2） 取りまとめ後、「申請時在園証明書」（１６頁参照）を作成し、認定申請書（１号用）と一緒に「子ども・若者支援課私学係」（〒154-8504　世田谷区世田谷4-21-27）へご提出ください。
· 取りまとめの際の注意について
２・３号用の申請書は提出先が異なります。２・３号用は、保護者から直接、
「世田谷区保育認定・調整課入園担当」（〒154-8504　世田谷区世田谷4-21-27）
あて郵送していただくようご案内ください。
　　●認定申請書（１号用）の取扱について
保護者に専用封筒（「１号用」と記載の提出用封筒）に入れて封緘されたもの
を受け取ってください。提出された封筒は、園では開封をせずに、封筒の園児氏
名等の記入を確認してください。

個人情報を含む書類となりますので、郵送される際にはなるべく簡易書留や特定記録郵便をご利用ください。
４．申請時在園証明書の作成・提出（随時）（１８頁記入例参照）

「申請時在園証明書」は、園児の在園及び「入園料」「保育料」の納入金額の確認し、支払うための書類になります。新入園児・転入者がいる場合は、以下のとおり提出をお願いします。

新入園児・転入者　：「申請書」の提出があった園児について、「申請時在園証明書」
　　　　　　　　　　（複写式）に記入してください。“提出用”の右下には園長印
　　　　　　　　　　を押印して区へ提出し、“園控”は園で保管してください。

　　※保護者が申請されない場合は、申請時在園証明書に記載しないでください。
注　意
· 「申請時在園証明書」は学年別（年少・年中・年長）、五十音順にご記入ください。

· 必ず申請書とセットにしてご提出ください。

《チェックポイント》

	□記入もれはないか？
	⇒
	申請書の提出があった園児について必ず作成してください。



	□入園年月日の記入もれはないか？

□ 入園料・保育料が減免されている園児はいないか？


	⇒

⇒


	※必ず入園日を記入してください。

特に転入者の場合、転入年月日ではなく、実際の入園日となりますのでご注意ください。

満３歳児の入園年月日については、誕生日以降の日付となります。

減免後の金額を納入金額欄に記入してください。また備考欄には、必ず減免の旨を明記してください。




注　意 
●申請書は、新入園児・持ち上がり園児ごとに、学年別（年少・年中・年長）、五十音順に並べてください。
こんなときは…
· 月によって保育料の納入金額が異なる園児がいる場合

　　　⇒“備考欄”にその旨を記載してください。

· いずれの場合も、印字項目は訂正をしないでください。
●保護者から「申請書」を直接子ども・若者支援課私学係に提出したいと申し出があった場合

　　　⇒「申請書」については、できる限り幼稚園で取りまとめのうえ提出してください。どうしても困難な場合は、「申請時在園証明書」を別途提出していただければ、直接保護者が子ども・若者支援課私学係まで提出されても結構です（「申請時在園証明書」の備考欄に、申請書を別途提出する旨をご記入ください。）
[image: image3.emf]　　　　　　　　令和　　年度　申請時在園証明書［世田谷区］      

園 NO.

歳児

1 円 円

・入園料・保育料の減免の有無                                       【有・無】

・継続利用の有無（転入者の場合、転入前に在園していたか）　【有・無】

・その他の特記事項

　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

2 円 円

・入園料・保育料の減免の有無                                       【有・無】

・継続利用の有無（転入者の場合、転入前に在園していたか）　【有・無】

・その他の特記事項

　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

3 円 円

・入園料・保育料の減免の有無                                       【有・無】

・継続利用の有無（転入者の場合、転入前に在園していたか）　【有・無】

・その他の特記事項

　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

4 円 円

・入園料・保育料の減免の有無                                       【有・無】

・継続利用の有無（転入者の場合、転入前に在園していたか）　【有・無】

・その他の特記事項

　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

5 円 円

・入園料・保育料の減免の有無                                       【有・無】

・継続利用の有無（転入者の場合、転入前に在園していたか）　【有・無】

・その他の特記事項

　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

世田谷区長あて　 令和　　　年　　　月　　　日

園  名

園長名

   備考

入 園 料 月額保育料

第２号様式（第５条関係）

提 出 用

園      名 年   齢 ページ

*入園年月日は実際に入園された日付を記入してください（満３歳児の入園年月日は、誕生日以降の日付となります）。

*入園料または保育料が減免されている場合は、必ず減免後の金額を記入してください。

*備考欄に入園料・保育料の減免の有無、継続利用の有無（転入者の場合)の記入をお願いします。



No. 園 児 氏 名 生 年 月 日 入園年月日

納 入 金 額



    年　　月　   日 　　年　　月　　日



    年　　月　   日 　　年　　月　　日



    年　　月　   日 　　年　　月　　日

上記のとおり当園に在園し、入園料及び保育料（月額）を納入している（納入していた）ことを証明します。



    年　　月　   日 　　年　　月　　日



    年　　月　   日 　　年　　月　　日

園長印

枚目

枚中

年齢別に記入してください。

（例：５歳児と４歳児の申請書

の提出があった場合、２枚の

申請時在園証明書を使用する。）

園児氏名は五十音順（あいうえお順）

に記入してください。

対象園児の実際の入園日

を記載してください。

（転入日ではありません）。

当年度中の入園の場合は、

入園料の金額を記入してください 。

※前年度以前に入園している園児

（転入の場合）は入園料を０円と

記入してください）。

備考欄についても、必ず記入してください。

入園料・月額保育料の金額を減免している

場合はその他の特記事項にその旨を記入

してください。



Ⅲ　補助金の交付手続き
１．「入園料」「保育料」「預かり保育利用料」「副食費」「その他納付金」の実績確認書類の作成
補助金交付額を確定するための実績確認書類（対象児童名入り）を補助金の種類ごとに、下記のとおり各園にお送りし、内容の確認・記入を依頼いたしますので、保護者から徴収する「入園料」・「保育料」・「預かり保育利用料」・「副食費（給食提供回数）」・「その他の納付金」について管理をお願いいたします。
それぞれ記入例にしたがい、（１）（２）（４）（５）は内容を確認、（３）は各月の「利用日」「納入金額」等の必要事項を記入し、園長印を押印の上、区へ提出してください。書類の記入方法等の詳細については、改めてお知らせいたします。
※区への提出書類と別に各園で保護者に対し、月々の領収額を確認できる書類をお渡し
ください（書式は自由です）。
（１）「入園料」に対する補助金（記入例２２頁参照）

	提出書類（園が内容を確認）
	送付時期
	提出時期

	入園料前払い 支給対象者一覧表（提出用）

※「園長印」を押印の上、ご提出ください。
※「園控用」としてコピーを１部取った上で、５年間

保存してください。
	令和６年７月上旬
	令和６年７月中旬


（２）「保育料」に対する補助金（記入例２３頁参照）
	提出書類（園が内容を確認）
	送付時期
	提出時期

	保育料補助金 支給対象者一覧表（提出用）

※「園長印」を押印の上、ご提出ください。
※「園控用」としてコピーを１部取った上で、５年間

保存してください。
	①令和６年９月上旬
②令和７年２月上旬
③令和７年３月上旬
	①令和６年９月中旬
②令和７年２月下旬
③令和７年３月下旬


（３）「預かり保育利用料」に対する補助金（記入例２４頁参照）

	提出書類（園が実績を記入）
	送付時期
	提出時期

	預かり保育利用料補助金 支給対象者一覧表（提出用）

※「園長印」を押印の上、ご提出ください。
※「園控用」としてコピーを１部取った上で、５年間

保存してください。
	①令和６年６月以降
②令和６年11月以降
	①令和６年９月中旬
②令和７年３月下旬


（４）「副食費」に対する補助金（記入例２５頁参照）
	提出書類（園が実績を記入）
	送付時期
	提出時期

	副食費補助金 支給対象者一覧表（提出用）

※「園長印」を押印の上、ご提出ください。
※「園控用」としてコピーを１部取った上で、５年間

保存してください。
	令和７年２月下旬
	令和７年３月下旬


（５）「その他の納付金」に対する補助金（記入例２６頁参照）
	提出書類（園が内容を確認）
	送付時期
	提出時期

	その他の納付金　納入状況証明書（提出用）

※「園長印」を押印の上、ご提出ください。
※「園控用」としてコピーを１部取った上で、５年間

保存してください。
	①令和７年２月上旬
②令和７年３月上旬
	①令和７年２月下旬
②令和７年３月下旬


（１）～（５）の書類をもとに、各補助金の対象となる園児の補助金交付期間や交付金額を決定します。一覧表に記載もれの園児がいる場合や、保育料等の対象となる費用を滞納している園児がいる場合等は、区から送付いたします「事務連絡票」にて報告してください。一覧表の内容に誤りがある場合は、各書類の訂正欄に正しい内容を記入してください。
	※ご注意ください

申請書を提出された方で、補助金交付対象となった方のみ、一覧表に記載しています。記載がない場合は、「認定申請書（１号用または２・３号用）」の提出の有無を確認してください。


【チェックポイント】

	□ 対象となる費用を滞納している園児がいないか？
	⇒


	事務連絡票に記入してください。

	□ 一覧表に補助金対象外の園児が記載されていないか？　
	⇒
	事務連絡票に記入してください。

退園・転出（休園・復園含む）の報告をしていない場合は、「退園・転出異動者名簿」を提出してください。

	□ 一覧表に記載もれの園児がいないか？
	⇒
	事務連絡票に記入してください。

「申請書」の提出がない場合は、至急提出してください。

	□ 今年度の新入園児に、入園料補助金額が正しく打ち出されているか？
	⇒


	入園日（４月については入園日または４月３０日）が入園料補助金の基準日となります。基準日に住民登録がないと補助金は対象となりません。



	□ 在園月数（補助金交付対象期間）は正しいか？

（退園・転出入者については特に注意）


	⇒
	住民登録された日（転入日）の属する月より、補助対象となります。


２．「認可外保育施設等利用料」の実績確認書類のとりまとめ
「預かり保育利用料補助金」の対象者のうち、認可外保育施設等の利用料が補助対象となる方について、保護者から実績確認書類の提出がありましたら、取りまとめをお願いいたします（２７頁記入例参照）。
認可外保育施設等の実績確認書類（領収証兼特定子ども・子育て支援提供証明書）については、保護者が利用施設に依頼し、１施設につき各月１枚ずつ作成してもらい、まとめて在籍園に提出していただくことになっております。

園に提出されましたら、「補助金支給対象者一覧表（預かり保育利用料）」を表紙として、その後ろに一覧表の記載順に並べて提出してください。

なお、取りまとめの際はお手数ですが、一覧表の「認可外保育施設の領収書類添付の有無」欄に、対象児童ごとに提出の有無（○×）を記入していただきますようお願いいたします（提出書類の内容については、園でご確認いただく必要はありません。）
※以下について保護者から提出がありましたら、在籍園でとりまとめ、区へ提出してください。

　　　「認可外保育施設等」に対する補助金（記入例２７頁参照）
	提出書類
	送付
	提出

	認可外保育施設利用料　領収証兼特定子ども・子育て支援提供証明書（提出用）

※利用状況、納入金額の記載があり、利用施設の「園
長印」が押印されたもの。

	－


	預かり保育料の対象者一覧の後ろに記載順に束ねて提出


	


[image: image4.emf]令和○年○月○日

入園料前払い     補助金支給対象者一覧表［世田谷区］

園コード 1234 園名 年齢 ４歳児

納入金額

転出年月日 対象月 （単位：円）

上　記　の　と　お　り　在　園　を　証　明　し　ま　す　。　

　　　　　　園名　          けやき 幼稚園　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　令和　○　年  ○　月　○　日

　　　　　　園長　　        けやき 太郎  　　　       印



1600004   ×× ××

入園料              100,000

保育料（月額）　　　23,000

入園辞退者のため、入園料等納入なし

令和〇年〇月〇日令和〇年〇月〇日



  ××  ※※

1600003   △△  △△

入園料              100,000

保育料（月額）　　　23,000

入園料は80,000円(兄弟がいるため減免）

令和〇年〇月〇日



  △△  ▲▲

1700002   □□ □□

入園料              100,000

保育料（月額）　　　23,000



令和〇年〇月〇日令和〇年〇月〇日



  □□  ◆◆

1700001   ○○ ○○

入園料              100,000

保育料（月額）　　　23,000

入園料補助金は大田区より支給されてい

る

令和〇年〇月〇日



  ○○  ◎◎

提出用

けやき 幼稚園

整理番号 園児氏名

訂正欄

入園年月日 退園年月日 在園期間

保護者氏名

園

長

印

記入例
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Ⅳ　退園者・世田谷区外への転出者

退園者及び世田谷区外への転出者、休園・復園者については、随時「退園・転出異動者名簿（提出用）」を提出してください（２９頁記入例参照）。
注　意
· 補助金交付後に退園等のご連絡があると、退園等後の期間の補助金を返還していただくことになります。退園等があった場合は至急ご提出ください。
· 転出される場合であっても、補助金の振込みが終了するまでは、口座はそのまま残していただくように保護者の方へお伝えください。口座を解約されると、補助金の振込みができませんのでご注意ください。

· 転出に伴って退園される場合は退園日を記入してください。

· 退園される場合は、退園月までの保育料の納入の有無について、備考欄に必ず記入してください。

· 世田谷区内での住所の変更（転居）については、報告不要です。
Ⅴ　休園者・復園者

休園者及び復園者については、随時「退園・転出異動者名簿」を提出してください。（２９頁記入例参照）

注　意
· 補助金交付後に休園のご連絡があると、休園後の期間の補助金を返還していただく場合があります。休園等があった場合は至急ご提出ください。
· 園児の休園期間中については、保育料等の納入があった場合でも原則として、補助対象外となりますのでご注意ください。



Ⅵ　補助金　Ｑ＆Ａ集

【補助金の基準日】
	Ｑ.１　４月１０日に入園して、４月２０日に目黒区から世田谷区に転入した場合、入園料補助金はどうなるか？


⇒世田谷区で、入園料補助金の対象となります。（５頁参照）

　　《ポイント》入園料補助金の基準日は、入園日に園児及び申請者の住民登録が世田谷区にあること。ただし、４月に入園した場合は、入園日または３０日に世田谷区に住民登録があること。

	Ｑ.２　１１月２日に入園し、１１月１０日に大田区から世田谷区に転入した場合、入園料補助金はどうなるか？


⇒世田谷区では、入園料補助金の対象となりません。大田区にお問い合わせください。

	Ｑ.３　１０月７日に大田区から世田谷区に転入した場合、保育料に対する補助金はどうなるか？


⇒１０月分から補助の対象となりますが、１０月分の補助金額は日割り計算をする場合があり、（日割り算定を行う場合は）１０月分の補助金額は、【補助金月額×転入日以降の１０月の平日日数÷１０月の平日日数】により算出された金額となります。

	Ｑ.４　１０月１８日に世田谷区から大田区に転出した場合、保育料に対する補助金はどうなるか？


⇒１０月分は月割りで世田谷区からの補助の対象となりますが、転出先自治体によっては、日割り計算をする場合があります。（日割り算定を行う場合は）１０月分の補助金額は、【補助金月額×転出日までの１０月の平日日数÷１０月の平日日数】により算出された金額となります。１０月１９日以降の補助金については転出先自治体に申請してください。

【区内での転居】

	Ｑ.５　世田谷区内で住所を変更した園児がいるときの手続きは？


⇒区内での住所変更の報告は不要です。

【在園児が退園、世田谷区外へ転出、休園・復園】

	Ｑ.６　園児が退園した場合、または世田谷区外へ転出したときの手続きは？


⇒２９頁を参照のうえ、「退園・転出異動者名簿」をご提出ください。

【新規の入園・在園児が世田谷区へ転入】

	Ｑ.７　新規入園があった場合、または既に在園中の園児が世田谷区に転入した場合の
手続きは？


⇒「認定申請書（１号用）」を保護者の方にお渡しのうえ、幼稚園へ提出するようご案内ください。「認定申請書（１号用）」の提出がありましたら、園で作成した「申請時在園証明書」を添付のうえ、子ども・若者支援課私学係までご提出ください。（できる限り、幼稚園を通じてご提出ください。）（１３～１８頁参照）

　　

【世田谷区を転出後、再転入】

	Ｑ.８　園児が世田谷区を転出後、再び世田谷区に転入した場合（その間継続して在園）の手続きは？


⇒幼稚園に引き続き在園されている場合であっても、再度、申請書の提出が必要です。再度、申請書及び申請時在園証明書を子ども・若者支援課私学係までご提出ください。（１３～１８頁参照）

　　
【保育料の滞納】

	Ｑ.９　保育料を滞納している園児がいる場合の手続きは？


⇒滞納している期間があった場合、原則として補助金の支給はできません。

「補助金支給対象者一覧表」等の確認の際、「事務連絡票」で滞納者の報告をしていただきます。滞納者の保育料の納入の有無を３月に確認させていただき、滞納がないことが確認できれば、当該年度分の補助金を一括で４月中旬に支給します。

【保育料・入園料の減免】

	Ｑ.１０　入園料または保育料を減免した園児がいる場合の手続きは？


⇒「申請時在園証明書」に減免後の金額を記入してください。また、「申請時在園証明書」の備考欄に必ず減免している旨をご記入ください。
【父母の離婚・婚姻、父母が別居（単身赴任等）】

	Ｑ.１１　父母が離婚または婚姻した園児がいる場合の手続きは？


⇒変更状況に合わせた書類の提出が必要なため、子ども・若者支援課私学係までご連絡いただくよう保護者の方にお伝えください。なお、補助金額が変更となる場合があります。
Ⅶ　令和６年度　事務スケジュール（予定）
	時期
	幼  稚  園
	区への提出書類
	保  護  者

	令和

６年
	４月
	
	
	

	
	５月
	・令和６年度進級園児用
申請書等配布
	・令和６年度進級園児用申請書
	・令和６年度新規入園者認定通知書（１号用）受け取り

	
	６月
	
	
	・（下期）【預かり】交付決定通知書受け取り
※令和５年度分

	
	７月
	・入園料補助金交付対象者の確認
	・【入園料】補助金支給対象者一覧表
	・【入園料】交付決定通知書受け取り

	
	８月
	
	
	

	
	９月
	・（上期）交付対象者の在園確認
	・【保育料】（上期）領収証兼提供証明書（補助金支給対象者一覧表）
・【預かり】（上期）預かり保育利用料補助金 支給対象者一覧表、認可外保育施設等領収証兼支援提供証明書
	・認可外保育施設等領収証兼支援提供証明書（保護者→園）

	
	10月
	・令和７年度入園者用
「認定申請書兼補助金交付申請書」用紙配布
（区→幼稚園）

・新年度入園内定者へ申請書
　類を配布
	
	・（上期）【入園料・保育料】、【預かり】交付決定通知書受け取り

	
	11月
	
	
	・令和７年度入園予定者→申請書受け取り

	
	12月
	
	
	

	令和７年
	１月
	
	
	

	
	２月
	・（下期）交付対象者の在園確認
・【副食費】領収証兼提供証明書（補助金支給対象者一覧表）の確認
	・認定申請書兼補助金交付申請書（令和７年度入園者用）
・【保育料】（下期）領収証兼提供証明書（補助金支給対象者一覧表）

・【その他の納付金】納入状況証明書
	


	時期
	幼  稚  園
	区への提出書類
	保  護  者

	令和７年
	３月
	・（下期追加）交付対象者の在
園確認【該当園のみ】
	・【保育料】（下期追加）領収証兼提供証明書（補助金支給対象者一覧表）
・【副食費】領収証兼提供証明書（補助金支給対象者一覧表）
	・（下期）【入園料・保育料・その他の納付金】交付決定通知書の受け取り

	
	４月
	
	・【預かり】（下期）預かり保育利用料補助金 支給対象者一覧表、認可外保育施設等領収証兼支援提供証明書
	・（下期追加）【入園料・保育料・その他の納付金】、【副食費】交付決定通知書の受け取り
・認可外保育施設等領収証兼支援提供証明書
（保護者→園）

	
	５月
	・令和７年度進級園児用申請書
等配布
	
	・令和７年度入園者　
認定通知書（１号用）
受け取り

	
	６月
	
	
	・（下期）【預かり】交付
決定通知書受け取り
※令和６年度分




★下記の場合は随時、書類のご提出・お手続きをお願いいたします。
①途中入園・転入した園児がいる場合
　　→「認定申請書（１号用）」（※保護者記入済みのもの）及び「申請時在園証明書」のご提出をお願いいたします。
②退園・転出・休園・復園した園児がいる場合

→ 「退園・転出異動者名簿」のご提出をお願いいたします。

お問い合わせ・書類のご提出は

世田谷区子ども・若者部子ども・若者支援課私学係
　　　　　　　　　　　　私立幼稚園等保護者補助金担当
〒１５４－８５０４

世田谷区世田谷４－２１－２７

TEL　０３（５４３２）２０６６

FAX  ０３（５４３２）３０１６
＜重要＞





＜重要＞








１．「申請時在園証明書」の提出について（手引き１６～１８頁参照）





２．「退園・転出異動者名簿」の提出について（手引き２８～２９頁参照）





３．補助金支給対象者一覧表の確認について　（手引き２２～２６頁参照）





４．補助金の支給方法及び保育料等の徴収について





）





こんなとき、補助金は対象になるの？





●１１月１１日に入園し、１１月２０日に世田谷区に転入した場合の補助金は？


⇒入園料補助金は世田谷区では対象となりません。１１月２０日以降の保育料に対する補助金、預かり保育利用料補助金、副食費に対する補助金、その他の納付金に対する補助金が世田谷区で対象となります。





●１１月１１日に入園し、１１月２６日に世田谷区外に転出した場合の補助金は？


⇒入園料補助金が世田谷区で対象となり、保育料補助金、預かり保育料補助金、副食費に対する補助金、その他の納付金に対する補助金については、転出日までの平日日数で日割りとなります。





日割り計算の考え方・補助金の計算方法について





【保育料に対する補助金、その他の納付金に対する補助金】


　　●月途中で利用終了の場合の限度額


　　　　補助金月額 × 退所日までの平日日数 ÷ その月の平日日数


　　●月途中で利用開始の場合の限度額


　　　　補助金月額 × 入所日以降の平日日数 ÷ その月の平日日数


　　


【預かり保育利用料等に対する補助金】


　　●月途中で利用終了の場合の限度額


　　　　450円 × 幼稚園退所日までの預かり利用日数　‥Ａ


　　　　さらに認可外保育施設等が利用可能な場合は、


　　　　（1.13万円 × 退所日までの日数 ÷ その月の日数）－Ａ　を加算


●月途中で利用開始の場合の限度額


　　　　450円 × 幼稚園入所日以降の預かり利用日数　‥Ｂ


さらに認可外保育施設等が利用可能な場合は、


　　　　（1.13万円 × 転入先での認定日からの日数 ÷ その月の日数）－Ｂ　を加算





※交付日の２週間程度前に保護者宛てに金額等のお知らせをする「交付決定通知書」を送付する予定です。





新入園児・転入者用の「申請時在園証明書」は世田谷区ホームページ上でダウンロードすることができます。


ただし、提出は個人情報保護の理由により、メールではお受けしかねます。必ず紙に出力し郵送にてご提出ください。また、複写式の「第２号様式（第５条関係）申請時在園証明書」の様式と同様、１枚ごとに「園名」「園長名」の記入、および「園長印の押印」をお願いいたします。
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